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2. 最近のユニークな研究成果の例　（平成20年10月～12月に報道のあった研究成果などの中から紹介） 

生物系 

【研究の背景】 
ホルムアルデヒド（ＨＣＨＯ）は、シックハウス症候
群の代表的な原因物質（ガス）で、厚生労働省の
ガイドラインでは、ＨＣＨＯの室内濃度を０．０８ｐｐｍ
（１００μｇ／ｍ３）以下にすることとされています。 
建材や家具などから持続的に放出される微量
のＨＣＨＯを手軽に、しかもエレガントに除去する方
法として、観葉植物の利用が考えられますが、実際
には、ある程度の除去効果は見出されるものの、そ
の能力は極めて低いことがわかりました。 
そこで、私たちは遺伝子操作によって、植物にＨ
ＣＨＯを吸収・同化する能力を付与することを考え
ました。 

【研究の成果】 
メタノールを唯一の炭素源として生育できる微生
物は、メタノールをＨＣＨＯに酸化したのち、２つの
酵素（ＨＰＳとＰＨＩ）によってリブロース５-リン酸（Ｒｕ
ＭＰ）に固定し、さらにフルクトース６-リン酸（Ｆ６Ｐ）
を生成します。 
図１に示すようにＲｕＭＰとＦ６Ｐはともに光合成炭
酸同化経路（カルビン回路）の中間体なので、これ
ら２つの酵素を植物の葉緑体の中で発現させれば、
ＨＣＨＯを吸収して同化する能力を植物に付与す
ることができます。 
実際に実験植物のシロイヌナズナとタバコにこれ

らの酵素の遺伝子を導入したところ、得られた形質
転換植物は、ＨＣＨＯに対して強い耐性を示しまし
た（図２）。さらに、生化学的な実験によって、ＨＣＨ
Ｏの吸収能力の増強やカルビン回路への取り込み
などが証明されました。 
この原理を観葉植物のポトスやベゴニアなどに
応用するため、２つの酵素を融合させた融合酵素
の遺伝子をもつベクター（図３）を新たに作成すると
ともに、これら２種類の観葉植物の形質転換のため
に必要な「組織培養による個体の再生法」を確立
しました（図４）。 

 【今後の展望】 
今後は、早期に形質転換した観葉植物を作出し、

そのＨＣＨＯ吸収能を評価して実用化への道をつ
けたいと考えています。さらには、ＨＣＨＯ同化能を

基礎として、メタンをＨＣＨＯに酸化する代謝系をイ
ネに導入し、水田から発生する温暖化ガスのメタン
を吸収・同化するイネを作ることを考えています。 
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図１ ＨＣＨＯを植物の光合成炭酸同化回路（カルビン回路）にと
りこませるために２つの代謝酵素（ＨＰＳとＰＨＩ）を導入 

図２ 形質転換シロイヌナズナ（Ａ+Ｂ）は１０ｍＭのＨＣＨＯを含む
培地でも生育したが、野生型植物（ＣＫ）は白化して枯れた。 

図３ 観葉植物に導入するために新しく構築した遺伝子ＤＮＡの構
成。ＡとＢの融合酵素を葉緑体の中で強く発現させるための
工夫がしてある。 

図４ ベゴニアの葉の断片からカルス（左図）を経て個体を再生さ
せる系の確立。全所要期間は約４ヶ月。 


